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１　はじめに（単元設定の根拠）
本単元は，資料を分類する観点の設定，およびその観点に基づく分類・考察を行う能力
を，学校行事を経て作成した文集の検討をすることによって身に付けさせようとしたもの
である．
学習者による観点の設定は，学習者が主体的に課題を解決するために必須のものである．
そのことは 2014 年 11 月 20 日に開かれた中央教育審議会の諮問においても指摘されてい
る．そこでは，現在の社会状況を踏まえた上で，今後の初等中等教育においては「基礎的
な知識 ･ 技能を習得するとともに，実社会や実生活の中でそれらを活用しながら，自ら課
題を発見し，その解決に向けて主体的 ･ 協働的に探究し，学びの成果等を表現し，更に実
践に生かしていけるようにすることが重要である」（『初等中等教育における教育課程の基
準等の在り方について（諮問）諮問理由』）と述べられている．加えて，そのような教育
の実現のためには「『何を教えるか』という知識の質や量の改善はもちろんのこと，『どの
ように学ぶか』という，学びの質や深まりを重視することが必要であり，課題の発見と解
決に向けて主体的 ･ 協働的に学ぶ学習（いわゆる「アクティブ・ラーニング」）や，その
ための指導の方法等を充実させていく」（同）必要があるとしている．国語科に引きつけ
て考えてみれば，指導者の仕事は学習者に課題と資料を与え，学習の場面を設定し，課題
解決の方法を示すことのみではなくなる．それに加えて，指導者は課題解決の方法自体を
学習者に習得させる必要があるといえる．
諮問に示されている「自ら課題を発見し，その解決に向けて主体的・協働的に探究」す
ることは，単元学習の実践において目指されてきたことでもある．安居總子（2010）は単
元学習を「自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，行動し，問題を解決する資質や能力，
自律しつつ他者と協同する力をはぐくむ」（16 頁）学習であるとしていることからも，諮
問に示された学力観と合致するものであることがわかる．
ここでは，単元学習の実践者として知られる大村はまの実践から示唆を得ることする．
まず，大村国語教室において大村が単元の課題解決の方法を示している例を見てみたい．
1972 年度二学期に第一学年を対象として単元「国語学習発表会」が実践された．この単
元における調査活動の一つに日本，中国，朝鮮の民話の特徴を調べる，というものがある．
各国の民話の特徴を明らかにする上で必要なことは，民話の何について検討したならば，
その特徴を明らかにすることができるのか，という資料に対する「観点の設定」である．
実践報告：課題解決に向けた学習者による観点の設定
―単元「知る・詠む・味わう　短歌の世界」における文集の検
討を通して―
甲　斐　伊　織
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大村はこの調査の段階において「喜びとされていること」，「忌まわしく思われていること」，
「重要な動物」等について三つの国の民話を読むよう手引きに観点を示している．
ここで大村が示したのは，全てそれぞれの国の民話の特徴を明らかにするために必要な
事項である．このことからは，大村には単元の課題を解決に向けた見通しがあり，その見
通しに基づいて，民話について検討する観点を示していたことが考えられる．この単元に
おける学習活動，および手引きの在り方は，大村による課題解決の方法を示している単元
の典型的な例である．
大村国語教室における多くの単元では，この例のように大村が設定した観点に即して課
題の解決に向けた学習が進められている．しかし，大村は学習者が自ら課題解決に向けた
見通しを持って，実際にその解決に向かわせるような単元も実践している．そして，その
方法が学習者による単元の課題解決への見通しに基づく観点の設定なのである．大村は三
年間をかけて，この学習者による観点の設定に関する学習活動を蓄積していた．本稿は，
その大村実践の段階や方法を参考にしながら，単元を構想し実践した報告である．
２　単元の構想
２－１　学習者の実態と単元の目標
単元名　　　知る・詠む・味わう　短歌の世界
実践時期　　2015 年５月～６月（途中中断あり）
学習者
本単元の実践対象となったのは中学二年生（男子 185 名）である．持ち上がりの学年で
はなく，本年４月に初めて担当することになった．学習者は第一学年の頃に詩の群読やス
ピーチ，文学作品に対する意見を述べる等，様々な言語活動の経験を蓄積してきている．
そのため，指導者による指示を聞いて学習を進めたり，提示した観点に即して考察を行っ
たりすることはある程度可能となっている．その一方で，資料に対して自ら観点を設定し
たり，その観点に基づいて考察を行ったりすることについては学習者自身十分な自覚があ
るとはいえない状態である．このことから，課題の解決に向けて学習者が観点を設定する
能力を養う必要があると判断し，単元を構想した．
２－２　単元の目標―大村実践との関連から―
本稿では単元を構成する全 10 時間のうち観点の設定に関わる文集作成後の三次４時間
を主に取り上げることにする．単元三次の指導目標は以下の通りである．下記三点は相互
に関連し合うものであり，①から③まで段階を経るものとしてとらえ，実践を行った．
①分類する観点を自ら設定する力
②観点に基づいて分類項目を立てて分類する力
③分類した結果に対して考察を行う力
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大村国語教室における学習者による観点の設定に関しては，甲斐雄一郎（2010）による
先行研究がある．甲斐は 1972 年度～1974 年度の大村国語教室における学習者による観点
の設定には段階があるとし，それは以下のように展開したとしている．
一年一学期　　観点それ自体，またその設定の仕方の重要性に気付く．
一年二学期～二年三学期　　 いくつもの単元で観点の設定の仕方を指導者の例によって
体験する．
三年一学期　　グループにおける相談によって観点を設定してみる．
三年二学期　　各自で設定した観点を前提として，学習を進める．（231 頁）
これによれば，観点の設定には三段階あるといえよう．第一段階は観点の設定の重要性
を知る段階，第二段階は大村が示す観点に従って考察を行う段階，そして第三段階は課題
を解決するための観点を自ら設定する段階である．このような段階を経て，大村は学習者
一人ひとりについて課題解決への見通しを持ち，それに基づいた適切な観点を設定して検
討が出来る存在，つまりは「自ら学び，自ら考え，主体的に判断」する学習者へと育てい
こうとしたものと考えられる．
本単元の実践の対象となる第二学年は，上記の段階に即して考えると第二段階にあたる．
しかし，大村国語教室においては，先行する第一段階が行われたことによって第二段階の
実践が可能となっており，本単元の学習者は第一段階にあたる学習を経験していない．大
村国語教室において，第一段階にあたる単元は，単元「小さな研究」と「国語学習発表会」
における「文集の研究」である．
単元「小さな研究」は第一学年一学期に実践された．この単元は，学習者が各自で観点
を決定し，教科書に掲載されている教材文と大村による談話の題名のつけ方を分類する，
というものである．続く単元「国語学習発表会」は第一学年二学期に実践された．その中
の「文集の研究」は次のような学習である．まず夏休みにあった出来事等について学習者
が作文にしたものを文集にする．その文集は配布される際に目次や項目が全く無い状態で
渡される．内容を読みながら，項目を立てて文集に収められている作文を学習者が分類し，
目次を作成していく．
このような単元における学習活動を蓄積して，学習者は「観点それ自体，またその設定
の仕方の重要性に気付く」ことになる．これが，観点を設定する第一段階である．本単元
では，特に単元「文集の研究」の実践を参考に，単元の目標としてまず分類する観点を設
定し，それに基づいて分類項目を立て，実際に分類することにした．上記の実践を大村国
語教室では第一学年で行っているのに対し，本単元の対象は第二学年であることから，分
類した結果に対する考察を行うことまでを単元の目標とした．
学習者は５月下旬に宿泊行事に参加している．そこでの体験を紀行文にまとめ，文集を
作成した．この文集を資料として，学習者自身による観点の設定と分類，さらに考察を行
う．次節では，単元の全体構成を示す．
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２－３　単元の構成
単元の構成（全１０時間）
第一次：短歌を作ったり短歌に関する資料を読んだりして，短歌に親しむ．（３時間）
○　単元の流れや目標を知る．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１時間目
○　短歌を作ってみる．
　・下の句を限定して短歌を作成し，優秀作品をクラスで共有する．
○　複数の資料に基づいて短歌に対する認識を深める．・・・・・・・・・２・３時間目
　・教科書・資料集を用いて短歌の基本的な知識（句切れ・技法等）を確認する．
　・ 穂村弘「それはトンボの頭だった」（教育出版『中学国語３　伝え合う言葉』所収 
（付録・書下ろし），長谷川櫂『一億人の俳句入門』（講談社現代新書）を資料として
短歌をはじめ詩歌に関する考え方を知る．
第二次：手引きに基づいて宿泊行事の紀行文を書き，文集を作成する．（３時間）
○　資料を参考にしながら，紀行文と短歌作成のポイントを抑える．・・・・・４時間目
　・ 宿泊行事での出来事について，紀行文を作成する．今回の紀行文は，短歌を必ず最後
に入れることにした．
　・ 紀行文と短歌作成に際し，その参考として俵万智『短歌の旅』（文春文庫）『考える短
歌』（新潮新書）の一部分を参考資料として配布した．
○　下書きシートを活用しながら，清書して提出する．・・・・・・・・・・・５時間目
　・ 下書きシートには，題材の選択や書き出し，全体の構成，短歌のそれぞれに関して手
引きを作成した．この下書きシートに記入していく形で，学習者は下書きを完成させ
ていく．
　・下書きシートに記入した内容を踏まえ，清書して提出する．
○　提出された紀行文をまとめて文集にする．・・・・・・・・・・・・・・・６時間目
　・ 期日までに提出された紀行文を，一冊の文集にまとめて配布する．掲載の順番は出席
番号順で，目次などは設けていない．
第三次：観点を設定して文集の分析を行う．（４時間）
○　文集を一通り読み，他の学習者の作文を読む．・・・・・・・・・・・・・７時間目
○　 練習として，指導者が指定した観点に基づいて分類し，考察を行う．実際に考察する
際の観点案を挙げる．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８時間目
・分類し考察する練習を指導者が指定した観点に基づいて行う．
・ 観点は，紀行文に書かれている「場面」とした．分類を行う際に，書かれている内容，
「場面」が最も容易であるという考えからである．
・ 分類し考察を行ったものを提出する際に，実際に学習者自身が設定する観点の案も併
せて提出させた．自分なりの観点を思いつく限り書かせ，複数の観点を考えるよう促
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した．
○　 一部の学習者の考察結果と観点案を全体で共有し，自分が考察する観点を決定する． 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９時間目
　・ 「場面」の観点で分類した結果に対して，自分自身の見解を述べられているものを考
察ができているものとしてクラス内で４～５名選び紹介する．
　・考察の紹介と併せて他の学習者から出された観点の案を共有する．
○　各自が決定した観点に基づいて文集の分析を行う．
　・ プリントによって示された観点の案を活用しながら各自観点を設定し，文集を分析する．
　・文集を観点に即して分類するだけではなく，考察の段階まで進めることを確認する．
○　 一部の学習者の考察を全体で共有し，他の学習者による観点の設定や考察を知る． 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 時間目
　・分類と考察が適切に行われているものを各クラス４作品選択し，全体に配布する．
　・ 単元全体の感想をまとめる．
本稿では観点の設定に関連する第三次（７時間目～10 時間目）について報告する．
３　単元の工夫
練習段階の設定
本単元では，先に挙げた学習者自身による単元の設定を行うことが目標である．そのた
め，学習者にすぐに観点を設定させるのではなく，練習の段階を設定し，指導者からみて
基準に達している作品を学習者と共有することを行った．これにより，適切な観点の設定
や考察の方法について学習者に伝えることが可能となる．
文集を一通り読んだ後に，練習として紀行文に書かれている「場面」を観点として分類
する．そのための手引きおよびワークシートとして【参考資料１】を配布した．
紀行文を読んで，最も把握しやすいのは書かれている「場面」である．今回の紀行文を
書く際には，一つの場面に焦点化するよう指導をしていた．そのため，分類する練習とし
て好適と判断し，練習の観点として「場面」を選択した．
この観点に基づいて，分類項目を各自で立てていく．分類項目の立て方の例として，最
も紀行文に書いている者が多かった“洞窟探検”を一つ目の項目として手引きには挙げて
ある．学習者は，示してある“洞窟探検”の項目に続けて他の場面を分類項目として設定
していく．各自で設定した分類項目に即して文集を分類した後は，その分類結果に対する
考察を行う．手引きには，「分類結果から言えることは何か」という問いを提示し，「なぜ
そのような結果になったのか」「その結果が意味するものは何か」という文言を付け，考
察を促している．
分類項目を立てること，および考察することのそれぞれに練習の段階を設けたことがこ
の単元の工夫の一つである．
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【参考資料 1】
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学習者の例の提示
練習（「場面」の観点による分類と考察）を終えた後，全員分を回収し内容を点検した．
練習の段階では，各自で設定する観点の案も併せて書かせている．学習者が実際に書いた
ものの中から文集を検討する観点例 10 点と，考察例４～５例を提示した．観点例は全ク
ラス共通のものであり，考察例は全クラス資料となる文集が異なるので，クラスごとに示
してある．
観点の例は，考察までつながり得ると指導者が考えた以下の 10 点を挙げた．
・文章の書き始めの方法　・書き終わり方（結末部分の言い方）　・題名の付け方
（内容との関係）　・描かれている心情　・紀行文の中の時間　・段落の構成　・紀
行文の中での心情の変化（その有無）　・描かれている体験と心情のバランス　・誤
字　・短歌の中で用いられている色彩
観点は参考として提示したものであり，この中から選ばなくとも良いことにした．学習
者から出された観点の例を示すことによって，全く考察の観点が思いつかないという他の
学習者に対する支援となる．これは，観点の案を自ら考える段階を経て，複数の観点から
文集を検討し得ることを実感させようとしたものである．
観点と同様に，考察に関しても学習者による考察例をいくつか示した．以下の文章は【参
考資料１】のものである．
 樹海について書かれた文が多かった．それはおそらく，いつもと違う雰囲気や初めて
見た，などの印象が文章に残りやすいからだと思った．河口湖が少ないのは，都会と
似たような，「いつも」の雰囲気があったからだと思う．
作品例を配布する際には，ただ配布するだけではなく，その作品が選ばれた根拠も説明
するようにした．例として挙げた作品は，まず分類の結果として「樹海」の場面を選択し
た学習者が多かったことに触れ，その根拠を「いつもと違う雰囲気や初めて見た」，いわ
ば非日常感に求めている．一方で「河口湖」周辺の様子は，普段の都会の生活と変わらな
い景色が多かったことから，印象に残りにくかったものと考察がなされている．この考察
例は，多数派と少数派どちらにも目を向けていること，そのどちらに対しても根拠を明ら
かにしようとしていることの二点を優れている点として学習者に説明した．これは，学習
者に対して適切な考察方法を伝えることを目的としたものである．
５　学習の実際（７時間目～ 10 時間目）
７時間目
宿泊行事の紀行文集は前時までに配布してある．他の学習者の作文を読む機会はあまり
ないため，積極的に他の学習者の紀行文を読んでいた．本時では，文集を分類して考察を
行う旨を伝え，まず練習として紀行文に書かれている「場面」を観点として分類するため
の手引きとワークシート（先出【参考資料１】）を配布した．この手引きに基づいて，学
習者は文集を「場面」によって分類し，その結果に対して考察を加えていく．分類項目を
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立てる際に，「場面が複数あって分類できない」「その他の項目を作ってはだめか」という
質問が多かった．その際には，「その他」の項目は不可であり，書かれている場面の軽重
を良く判断して位置づけるよう指示した．分類項目を立て終えていない学習者も散見され
たが，授業終了時に回収した．
８・９時間目
前時に回収した練習において，学習者から寄せられた分類する観点の案と考察例数点を
クラス全体で共有した．資料を用いながら，考察とは分類結果を文字起こしすることでは
なく，「なぜそのような結果になったのか」等，その結果の要因に対する意見を述べるこ
とであることや，観点を選択する際の注意を行った．観点を選択する際の注意とは，例え
ば「題名のつけ方」を観点とする際には，題名だけを見ていくのではなく，題名と本文の
関係にも目を向ける必要があることなどを伝えた．
一通りの説明の後，本番用の用紙を配布して各自で作業させた．一連の作業にはある程
度の時間がかかったので，時間を多く割いた．その間，机間指導を行った．事前に示した
観点例に基づいて観点を選択できている学習者が多かったものの，その後の分類項目の立
て方に苦労している様子が見られた．そのため，指導者が学習者の選択した観点に即して
一つ目の分類項目の例を立てて示すことで支援を行った．例えば，「題名」を観点として
選択した学習者には，一つ目の分類項目として，「行った場所になっているもの」を項目
例として提示した．この一つ目の分類項目から，学習者は「出来事になっているもの」「場
所や体験から受けた印象になっているもの」の二項目を分類項目として立てていた．
分類する際，練習時と同じく「その他」の分類項目は立てないことにした．考察の段階
も練習時と同様である．一度場面を観点として行った学習と流れが同じであったことから，
学習者はスムーズに学習を進めていた．９時間目の最後に全員分を回収した．
10 時間目
前時に回収したものの中から，数点を選択しクラスで共有した．選択したものは，観点
の設定や分類項目の立て方がユニークなものや，考察が明確になされているものである．
学習者には，選ばれた作品の長所を説明した．その一例が【参考資料２】である．
この学習者は観点を「主題」と設定し，各紀行文に描かれている中心的な事柄を「人と
の繋がり，絆（友情，愛情）」，「素晴らしい大自然（感動）」，「苦労と喜び（達成感）」，「ふ
と思ったこと・考えたこと」，「反省や後悔」の五項目に分類している．さらに，作文の内
容を自分なりに抽象化して捉え，分類できている様子がうかがえる．考察には，分類して
みて，「素晴らしい大自然」が多くの作文の主題となったことの根拠として，「大自然の素
晴らしさや感動を描いたものが多かったのは，普通の森ではない，『樹海』という所に行っ
たからこそだと思う．また，行く前の『樹海』のイメージと実際とのギャップも，逆に皆
の感動を生んだと考える」とし，分類結果に対する考察が述べられている．分類項目の立
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て方と考察の方法が優れている一例として，この学習者のものを含む数点を紹介した．
他の学習者の作品例を見た後に，単元全体の振り返りを行った．
６　実践の結果
６－１　観点設定・分類・考察の結果
学習者が選択した観点には，以下のものがあった．
・作文中の短歌
― 短歌の中の色彩（26 名），短歌に描かれた場面（7 名），短歌の表現技法（8 名），短
歌に使われている五感・感情（2 名），短歌と作文の関係（1 名）
・作文の冒頭，結末部分の方法
―書き始めの方法（18 名），文章のまとめ方，終わり方（18 名）
・作文に描かれている感情や心情
―作文中に描かれている感情（24 名），作文中の心情の変化（4 名），学んだこと（2 名）
・作文の題名
―題名のつけ方（19 名），題名と内容の関係性（8 名）
・作文に描かれている場面（11 名）
・作文中の時間
―日数（9 名），時間帯（3 名）
・作文の段落数（6 名）
・その他（11 名）
―登場人物は何人か，誤字の種類，会話の回数など．
最も多く学習者が選択した観点は，紀行文と併せて創作させた短歌に関するものであっ
た．今回の紀行文では，短歌を創作することも課題としており，その中に色彩を入れるこ
とを条件としていた．分類がしやすい観点ではあるが，文集の中の短歌のみに着目し，紀
行文を丁寧に読んでいないと思われる学習者もいた．そのため，なぜそのような分類結果
になったのか，という考察まで至らずに分類結果を文字化することにとどまってしまうも
のが散見された．ただし，その中でも場面としては洞窟探検が多かったにも関わらず，そ
の象徴であるような黒色が少なかったことに着目し，「洞窟の色といってもよい黒色が伸
び悩んだのは，体験としては頭に残ったがそれをそのまま短歌に表わすのはつまらないと
いう気持ちがあったからだと思う」というように，考察につなげられている例があった．
他にも，短歌のみに着目するのではなく，紀行文の内容との関連を考察し，「短歌の文章
中への使い方」という観点から「文章の要約になっている」「文章内の一部の詳細になっ
ている」等の分類項目を立て，短歌と紀行文のかかわりを考察しているものも認められた．
文章の書き始めの方法・書き終わりの方法も観点として選択するものが多かった．書き
出しについての分類項目は「過去の経験」「行ったときの体験」「行く前までのイメージ」
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「行った時の率直な感情」などが挙げられていた．その分類に対して「行ったときの体験」
が多かったことに触れ，「実際の体験をまず全面に押し出すことによって，読者の興味を
引きたいと思った人が多かったのではないか」と考察しているものがあった．
次に多かった紀行文に描かれた心情の代表例は【参考資料２】のものである．描かれて
いる心情だけではなく，心情の変化の有無や最終的な心情に着目するものもあった．
題名のつけ方に関しては，短歌の観点と同様に内容との関連まで考察できていないもの
も多かった．しかし，ある学習者は「場所」「場所 + 自分の言葉」「自分の言葉」の分類
項目を立て，それぞれに分類された紀行文の特徴を考察していた．その結果は，「場所」
が題名になっている作文はそのほとんどが洞窟探検に関するものである，としている．そ
の要因として，「『寒い，美しい』などの印象は強く残ったものの，中は暗くどこまでも同
じように続く情景だったので，題名に『洞窟』しかつけられなかったのだと思う」と考察
している．一方，「自分の言葉」を題名に入れているものは洞窟以外の眺望が開けている
場面が多かったことを指摘し，「目に映る景色がバラエティ性に富んでいたから自分の言
葉で表現しやすかったのだと思う」と述べている．
段落数に着目した学習者は少なかったものの，「三段落構成」「四段落構成」「五段落構
成」の観点項目を立て，それぞれの文章構成の特徴として，「三段落構成」と「四段落構
成」は人数が多いことを指摘した上で，「最初の印象→出来事→感想という順で書かれて
いるものが多く，書きやすいことが原因と考えられる」としている．
考察までつながる観点の設定および分類ができていた学習者がいる一方で，有効な観点
を設定できなかった学習者もいた．例えば，紀行文の中の時間を観点とした学習者は，「１
日」「２日」「３日」等の分類項目を立てたものの，そのほとんどが「１日」に分類される
ため考察ができないこともあった．
６－２　成果と課題
成果１　他の学習者の作品を精読する場の創出
大村（1983）は「文集の研究」の意義として，「目次を作るために，どうしても全部，
それも，精読しなければならない．文集全体に，どのような文章があるかとらえ，それを
いくつかのグループにして，小題のもとにまとめて目次を作る．どうしても読まなければ
ならないわけである．」（252 頁）と述べている．本単元においても大村の指摘する通り，
観点を設定し分類をするために他の学習者の作品を精読する必然性が生じた．観点によっ
ては，短歌のみに着目する等，精読するまでに至らなかった学習者もいたものの，多くの
学習者は自身で設定した観点に基づいて資料である文集を読み込んでいた．ふりかえりの
際にも「分類する時，一つ一つの紀行文を深く読むことができたので，ただなんとなく読
むときとは違う，メッセージが伝わってきた」と述べた学習者がいた．
このことは，文集を作成した後の学習例の一つとして位置づけられる．本単元において
は，学習者の作品がそのまま単元の資料となった．このような学習を組織する際には，他
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の学習者が作成した作品を読まなければならない必然の場を創出する必要がある．本単元
はその点で，全員の作文を読み込む場面を学習者に与えることができた．
成果２　観点の設定，分類，考察の経験とその交流による観点の重要性の発見
単元の目標は①分類する観点を自ら設定する力，②観点に基づいて資料を分類する力，
③分類した結果に対して考察を行う力をつけることであった．練習と本番の二段階におい
て，練習段階の①分類する観点を自ら設定する力を除き，それぞれの力をつける場面を設
定した．
結果報告でも明らかになったように，③の考察まで至らなかった学習者が散見されたも
のの，①および②に関しては，単元を通してすべての学習者がその力をつけるための学習
を経験できた．学習者自身が観点を設定し，それに基づき分類し，その結果に対して考察
を加えたことは，学習者が自ら課題の解決に主体的に向っていく際に資する学習経験とな
るだろう．これにより，今後の単元において学習者自身による観点の設定をする際には，
本単元のような練習の場を設けなくとも実践を行うことが可能となる．
さらに，工夫で挙げたように他の学習者による例を複数提示したことによって，観点の
設定の仕方次第で資料の見え方が異なるということを学習者が実感できたことも，この実
践の成果である．振り返りにも「他の人の分類例を見て，同じ文集を読んでいるはずなの
に，自分とは全く違う見方をしていて，そういう見方もできるのかと驚いた．また，自分
と観点が同じだが，分類項目の立て方が違っていることもあり，まさに十人十色だなと感
じた．」と述べる学習者がいた．この学習者の感想に代表されるように，観点の設定の仕
方による対象の見え方の異なりを実感できていたものが多かった．これは，大村国語教室
における観点の設定の第一段階にあたることでもある．この段階を経たことによって，第
二，三段階へと学習を進めて行くことが可能となる．他の学習者の優れた考察例や分類方
法に触れることによって，様々な観点，考察方法を実感として知ることができたのは，こ
の単元の成果であった．
課題　考察につながる観点の設定，および観点に即した分類項目の立て方の指導不足
観点の設定に際して用意した手引きは，10 点の観点例のみであった．学習者はそれに
基づいてそれぞれが観点を設定し，分類・考察を行った．しかし，中には考察までつなが
らない観点もあった．先に挙げた「作文の中の時間」はその一例である．観点を設定し，
分類を行ってみるという経験に重きを置いたために，今回の単元では観点の適不適を手引
きの中には設定しなかった．そのため，考察までつながらない観点を選択する学習者が存
在してしまった．
同様に，設定した観点に基づく分類項目の立て方についても，手引きを用意しなかった
ために項目間で位相が異なるものが散見された．例えば，「作文の書き出し」を例にとると，
分類項目として「情景」「体験」と共に「工夫があるもの」という項目が立てられている．
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これは，その他の項目と位相が異なるものであり，分類項目としては適切ではない．その
指導が行えなかったことが本単元の課題である．
このことは，単元の課題解決に向けた観点の吟味が不足していたことを示している．学
習者が選択しうる予想される観点と，実際に分類していく上での困難を，指導者が把握し
きれていなかった点が課題である．本単元が実施されるような，観点の設定に関して十分
な学習経験の無い状態の単元においては，観点の例を示すだけではなく，その観点ごとの
分類項目の立て方や考察の方法に関して指導をする必要がある．単元学習を進めて行く上
で，単元の観点を吟味すること自体が学習の対象ともなりうる．そのためにも，観点の設
定における第一段階では観点それぞれについての詳細な手引きが必要となる．
以上の成果と課題を踏まえ，今後は大村国語教室における観点の設定の段階を参照しつ
つ，学習者による課題解決を見通した観点の設定をする力，およびそれに基づく考察を行
う単元を継続して，段階を経て実践していきたい．
付記
本稿は平成 27 年度学習院安倍能成記念教育基金学術助成金を利用して行った研究調査
の一部である．
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